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石 川県職員団体の登録に関する規則の一 部 を改正する規則をここに公布する。

令 和三 年 三 月 三 十 一 日

事石 県 人 委 員)
 11 

石 川県人事委員会規則第=可

石 川県職員団体の登録に関する規則の一 部 を改正する規則

石 川県職員 団 体の登録に関する規則(昭和四十一 年 石川県人事委員 会規 則第九号)の一 部 を次のように改正する。

第 三 条 第 一 項 中 「 あ った」を「 あ った」に改める。

別 記様式第一 号 中「固」を削り、 同様式回 ー を削り、同様式回 2 中 「 分 d 汁 」を「分。汁」に改め、同 様式附 中 2

を ーとし、3 を 2とする。

別 記 様式第二 号 中「帯 。ペ」 を「帯。ぺ」に改め、 「 ⑨」 を 削り、同様式(別紙その一 及 び別紙そのこ を 除く。)附

を 削り、同様式別紙その一 中 「 V Jぺ 江」を「V Qぺ 江」に改め、同様式別紙その一 樹中 「 d dVJぺ 」を「 d ， V 。 ぺ」

に 、「一円什Q ぺ 」を「一刊行。ぺ」に改め、同様式別紙その二 中 「4 40汁 」を「 4 40汁 」に、「 V Oぺ 耳」を「 V Oぺ 立」

に 改め、同様式別紙その二 刷4 中 「 A ， V Oパ 」 を「d dvoペ 」に、「一円加。ぺ」を「↑n LUQパ 」に改める。

別 記様式第 三 号 ( その こ 側以外 の部分中 「伊O ぺ 」を「伊O ぺ 」に改め、 「 圏」を削り、 同様式側 を次のように

改 める。

( 芭 苛 部嚇品町満E J叶 利引事岡 田 骨折 M O 凶 滴苫3 吟 凶 同特薄3 露 田 3 M下 品町寸ο ぺ 掛 固 執帯 川 明斗「汁露皿回芥 」川， V 向 日緬吟史 学 3 縞 ゆ耳d

川 い 3 議 比一H LHか 。

別 記様式第三 号 (その二 ) 中 「 伊 Q ぺ 」を「 伊 O ぺ 」に改め、「 固」 を 削り、同様式制2 を 削り、同様式問 1 を 同

様 式 附 と する。

別 記様式第四号中「固」を削り、同様式制1 を 削り、同様式問2を同様式聞とする。

別 記様式第 五号中「固」を削り、 同様式問 中 2 を 削り、3 を 2 と する。

別 記 様式第六号中「固」を削り、 「 伊 O ぺ 」を「 伊 O ぺ 」に改め、同様式附を削る。

別 記様式第 七号中「圃」を削 り、同様式闘 を 削る。

附 則

こ の規則は、令和三 年 四月一 日 から施行する。

石 川県会計年度任用職員 の 報酬等及び費用弁償に関する条例の施行規則の一 部 を改正する規則をここに公布する。

令 和三 年 三 月 三 十 一 日

事石 県 人 委 員)
 11 

石 川県人事委員会規則第二号

石 川県会計年度任用職員 の 報酬等及び費用弁償に関する条例の施行規則の一 部 を改正する規則
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石 川県会計年度任用職員の報酬等及び費用弁償に関する条例の施行規則

の 一 部 を次のように改正する。

附 則第二 項 中「次項において」を「以 下」に、「 十 四 ・六」を「 十四・ 五 五」

附 則第四項を削る。

附 則第三 項 中「対する前項」を「対する附則第二項」に、「用いて前項」を「用いて同項」

五 項とする。

附 則第 二 項 の次に次の二項を加える。

3 前 項の規定の適用については、給与条例その他の給与に関する条例(これに基づく人事委員会規則その他の規程

を 含む。次項において同じ。)の改正により年間報酬額が増減することとなる場合は、その都度、前項の規定によ

る 加算額を算定するものとする。

4 附 則第二 項の規定の適用を受ける職員について、施行 日以後に給与 条例 その他の給与に関する条例の改正により

年 間報酬額が減少することとなる場合における同項の規定の適用については、同項中「乗じて得た額」とあるのは、

「乗 じ て得 た額に任命権者が定める数を乗じ て得た額(その額に一 円 未満の端数を生じたときは、これを切り捨て

た 額とする。)」とする。

附 則

こ の規則は、令和三 年 四月一 日 から施行する。

( 令和二 年 石川県人事委員会規則第二 号 )

に 改める。

に 改め、同 項を附則第
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